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２
◎名称は「西予市民病院」に決定
◎教育委員会の臨時職員を募集
◎新しい民生委員・児童委員を紹介
◎申告は2/17（月）～3/17（月）までに
◎「西予市民病院」工事・開院日を２カ月延長
◎育英会奨学生を募集　ほか

情
報
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私
は
教
師
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
楽
し
く

充
実
し
た
学
校
生
活
を
支
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
教
師
を
目
指
し
て
今
、
教
育
学
部

で
勉
強
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、

見
守
る
側
、
支
え
て
い
く
側
、
そ
し
て
教
え

て
い
く
側
に
立
ち
ま
す
。
自
分
に
対
し
て
も

社
会
に
対
し
て
も
、
責
任
を
持
た
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
た
く
さ
ん
の
壁
に
ぶ
つ
か
り
、
出

口
の
見
え
な
い
迷
路
に
入
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ど
ん

な
と
き
で
も
私
た
ち
の
そ
ば
に
は
友
が
い

て
、
家
族
が
い
て
、
出
会
い
の
中
で
つ
な
が

り
を
持
つ
人
が
い
ま
す
。
悩
ん
だ
と
き
、

困
っ
た
と
き
は
頼
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
、
手
を
差
し
伸
べ
て
く
だ
さ
い
。

　
新
成
人
を
代
表
し
て
、
こ
こ
ま
で
育
て
て

く
れ
た
家
族
に
「
産
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。
今
日
ま
で
育
て
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
」
と
伝
え
た
い
で
す
。
私
た
ち
は
今
後
、

一
人
の
大
人
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
、
努

力
を
惜
し
ま
な
い
こ
と
を
約
束
し
ま
す
。

濱口　愛美花さん
はまぐち・えみか

三瓶町有網代

城川町

宇和町

野村町
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大
人
に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚
し
、
自
ら
生

き
抜
こ
う
と
す
る
青
年
を
祝
い
励
ま
す
成
人

式
が
１
月
３
日（
金
）に
開
催
さ
れ
、
該
当
者

４
１
９
人
の
う
ち
３
３
７
人
が
出
席
し
ま
し

た
。

　
三
好
市
長
は
「
成
人
式
は
人
生
の
大
き
な

節
目
の
ひ
と
つ
。
大
人
に
な
る
と
い
う
こ
と

は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
自
分
自
身
に
深
く

問
い
か
け
、
答
え
を
見
出
し
て
。
そ
し
て
、

自
分
で
生
き
抜
こ
う
と
す
る
力
を
養
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
。
若
さ
あ
ふ
れ
る
情
熱
を
十

分
に
発
揮
し
て
、
西
予
市
の
発
展
の
た
め
に

力
を
貸
し
て
い
た
だ
け
た
ら
」
と
祝
辞
。

　
新
成
人
代
表
の
佐
藤
司
さ
ん
（
さ
と
う
・

つ
か
さ
＝
三
瓶
町
＝
）
は
、
大
人
の
自
覚
と

社
会
に
貢
献
す
る
と
い
う
意
思
を
力
強
く
宣

誓
し
ま
し
た
。

　
今
ま
で
は
誰
か
に
守
っ
て
も
ら
う
こ
と
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
自

分
が
誰
か
を
守
っ
て
い
く
立
場
に
な
り
ま
す
。

軽
率
な
行
動
が
自
分
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の

人
に
ま
で
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
考
え
て
行

動
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
私
は
将
来
、
介
護
福
祉
士
か
社
会
福
祉
士

の
資
格
を
取
っ
て
、
福
祉
分
野
で
働
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
や
所
得
格
差
、

虐
待
な
ど
の
問
題
が
あ
る
中
、
そ
の
人
ら
し

い
生
活
を
支
援
で
き
る
よ
う
な
人
に
な
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
勉
強
を

今
、
岡
山
県
立
大
学
で
し
て
い
ま
す
が
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
な
自
分
は
、
夏

に
向
け
て
の
実
習
に
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
就
職
や
大
学
、
職
場
で
の
問
題
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
が
異
な
る
悩
み
を
持
っ
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
そ
の
悩
み
を
一
人
で
抱
え

ず
、
み
ん
な
で
支
え
合
え
る
よ
う
な
関
係
づ

く
り
を
行
い
、
皆
で
地
域
を
支
え
て
い
け
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

藤原　雄平さん
ふじわら・ゆうへい

宇和町ひまわり

平成26年西予市成人式該当者数� （単位︰人）

地区名 男性 女性 計

明　浜   17   19   36

宇　和   84   99 183

野　村   43   54   97

城　川   17   22   39

三　瓶   32   32   64

西予市 193 226 419

明浜町 三瓶町



野村産のしいたけの上に、肉だね
を山のように盛って作っていま
す。しいたけ嫌いの子どもたちに
「横からみたらどんぐりだよ（し
いたけを「かさ」に見立てて）」と
言ってこの料理を出したところ、
喜んで食べてくれました。
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名称は「西予市立西予市民病院」
応募のあった276点から決定

医療を担う中核病院であり、医療・福祉・介護の地域
連携の要としての役割を担う病院としてふさわしい名
称であること。また、公立病院として分かりやすく、
市民はもとより周辺地域の皆様からも親しまれる名称
であること」です。
　なお「西予市民病院」に応募した人の中から抽選で
１人に「名づけ親賞」を、３人に「優秀賞」を贈呈し
ました。

　全国から募集を行っていた西予市新病院の名称は
「西予市立西予市民病院」に決定しました。
　応募のあった276点の中から「西予市新病院名称選
考委員会」が選考し、平成25年９月に答申を受けたも
の。その後、関係部局などと検討を行い、答申どおり
「西予市立西予市民病院」とすることとして12月定例
議会で条例が議決され、正式に決定しました。
　名称を決定した理由は「市の新しい病院として地域

塔和子展 ２月上旬まで開催
来場者200人以上 面平健一さん（44）が考案

　よく噛んで食べる習慣を身に付けてもらうことを目
的に、第１回「歯ッピー噛むかむ料理コンテスト」を
12月８日（日）、教育保健センターで開催しました。
　一次審査（書類審査）で選出された８点全ての試食
審査が行われた結果、面

おも

平
ひら

健一さん（野村町野村）考
案の「どんぐりになりたかったシイタケ」がグランプ
リに決定。面平さんは「これを機に西予市の特産物を
もっと普及できたら」と受賞の喜びを語りました。

歯ッピー噛むかむ料理コンテスト
「どんぐりになりたかったシイタケ」がグランプリ

　11月下旬から市内各地を巡回している「ふるさとの
詩人・塔和子展」。親交のあった女優 吉永小百合さん
との秘蔵写真やメッセージ、直筆原稿や生前の愛用品
などを展示し、12月末までに200人以上の来場があり
ました。彼女の人生や遺した詩は、各メディアにも大
きく取り上げられ、反響を呼んでいます。
　今後、市役所１階市民ロビー、田之浜公民館を巡回
する予定です。

秘蔵写真や愛用品が並ぶ

2014　２月 4

CITY　TOPICS

市民が主役のジオパークを目指して
四国西予ジオパーク認定記念シンポジウム

　「四国西予ジオパーク」の日本ジオパーク認定を記
念して12月７日（土）、宇和文化会館でシンポジウムを
開催しました。
　市民の皆さんなど約400人が参加。日本ジオパーク委
員会委員 菊地俊夫さん（首都大学東京教授・写真上
段）は基調講演の中で「オーストラリアのカナウィン
カジオパークは世界ジオパークに認定されたけれど、
その認定を取り消された場所。どうしてかと言うと、
広範囲にジオサイトが分布していて、それぞれを結ぶ
動きが弱く、疲弊してしまったから。個々のジオサイ
トが『自分のところさえ良ければいい』とがんばるの
ではなく、皆で支え合ってつながり合うことが大事。
そして、地域にお金を落とす工夫を」と述べました。
　日本ジオパークネットワーク事務局 齊藤清

せい

一
いち

さん
（写真下段）は「四国西予ジオパークは『住民参加』
という一番大変なところが既にできている。今後は、
ジオパークを使ってどういうまちにしていくのかとい
うコンセプトをまとめていくことが大事。そうすれば
日本一、そして世界一のジオパークになれる可能性す
ら秘めている」と述べました。

みかんの皮むき選手権に144人
最長記録は予選会での２メートル10センチ

　明浜町で12月23日（月・祝）、初めての試みとなる
「第１回みかんの皮むき選手権」が開催され、県内外
から144人が参加しました。15分の間にM玉温州みか
んの皮を長くむいて食べるのがルールで、明浜をPR
するために地元青年団が企画したもの。
　初代チャンピオンは出産のため里帰りした大阪市の
枯木久美さん（33）で、記録は２メートル８センチで、最
長記録は高知県の中学生の２メートル10センチでした。

来年も開催される予定

「世界一の絹」、もらっちゃったんだよっ！

　市のゆるキャラ「せい坊」に12月25日（水）、野村シ
ルクでできたエンジと黄色のマフラーが２本贈呈され
ました。贈り主の亀崎館長（野村シルク博物館）は
「寒い中がんばるせい坊くんが風邪をひかないよう
に」とコメント。インド茜で染めたエンジのマフラー
の長さはせい坊サイズの４メートルで、蝶の刺繍がさ
れている繊細で美しいもの。せい坊は「これを巻いて
西予市をもっとPRするよっ！」 と喜びを語りました。

せい坊にマフラーのプレゼント
クリスマスプレゼントは「世界一の絹」
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　第24回日本ブラインドテニス大会（11月17日・国立

障害者リハビリテーションセンターほか）Ｂ1クラス

女子の部で、横田弓さんが優勝しました。

　「３バウンド以内にボールを打ち返す、障がい者だけ

でなく子どもからお年寄りまで楽しめるテニスです。

大会では去年負けた人に勝てたらいいな、くらいの気

持ちだったので、優勝したことにびっくりしていま

す。今後の目標は、得意なサーブを生かしつつレシー

ブを強化すること。ラリーで勝って観客を沸かすよう

なプレーをしたいです。

　楽しい競技なので、これから西予市内にクラブチー

ムができたらいいな、なんて願っています」

　第64回日本学校農業クラブ全国大会（10月23～24

日・神奈川県）プロジェクト発表会環境区分で、野村

高校畜産科栽培班が文部科学大臣賞（最優秀賞）を受

賞しました。

　山口優也さん（やまぐち・まさや＝３年）「廃棄さ

れる乳牛の初乳や納豆菌などを培養して、オリジナル

の発酵資材『愛ぼかし』を作りました。これは先輩た

ちが研究していたぼかしに改良を加えたもので、豚舎

の防臭や野菜の成長促進、土壌改良などに効果があり

ます。今後、『愛ぼかし』を購入してもらうだけでな

く、農家さんたちに作製技術を広めていけたらと思っ

ています」

ブラインドテニス全国大会で優勝農業クラブ全国大会で最優秀賞

横
田 

弓
さ
ん
（
57
）

よ
こ
た
・
ゆ
み

＝
宇
和
町
れ
ん
げ
＝

　昭和20年から61年まで教職に就かれ、三崎町二名津

小学校長、大和田小学校長、田之筋小学校長を歴任。

　在職中は、確かな教育観と信念に貫かれた強い使命

感を持って精励するとともに、PTAや地域の人々と

深くかかわりを持ち、家庭教育・社会教育の振興にも

顕著な功績を挙げられました。

瑞宝双光章を受章

高
齢
者
叙
勲
【
教
育
功
労
】

岡
本 

信
市
さ
ん
（
88
）

お
か
も
と
・
の
ぶ
い
ち

＝
宇
和
町
下
松
葉
＝

　地域社会に貢献する活動を行い、顕著な功績を収め

たとして、三瓶高校家庭クラブが内閣府特命担当大臣

表彰を受賞しました。

　星野善香さん（ほしの・よしか＝３年）「施設での介

護体験や保育園児との交流会、夜市やバザーのボラン

ティアなどを、夏休みに実施しました。地域とつなが

りのある取り組みが評価されて、このように大きな賞

をいただけてうれしいです。

　交流を続けていくことで、より地域に溶け込める

し、つながりが深まっていくので活動するのが楽しい

です。これからも活動を続けて、地域とのつながりを

深めていけたらと思います」

平成25年度社会貢献青少年表彰
内閣府特命担当大臣表彰

三
瓶
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

野
村
高
校
畜
産
科
栽
培
班
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平
成
25
年
第
４
回
西
予
市
議
会
定
例
会
が

12
月
２
日（
月
）か
ら
18
日（
水
）ま
で
の
17
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
、
一
般
会
計
予
算
に

３
億
５
、７
７
７
万
５
千
円
を
追
加
し
総
額

を
２
９
１
億
１
、６
０
６
万
８
千
円
と
す
る

補
正
予
算
な
ど
議
案
23
件
、
報
告
１
件
が
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

市
有
財
産
維
持
管
理
事
業
【
愛
媛
県
オ
フ
サ

イ
ト
セ
ン
タ
ー
用
地
関
係
】（
総
務
費
）

６
、
１
４
５
万
円

　
愛
媛
県
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
移
転
新
築

予
定
地
に
つ
い
て
、
愛
媛
県
の
購
入
予
定
価

格
が
決
定
し
た
た
め
、
土
地
開
発
公
社
か
ら

当
該
土
地
を
購
入
し
、県
に
売
却
す
る
経
費
。

養
蚕
振
興
対
策
事
業
（
農
林
水
産
業
費
）

１
０
０
万
円

　
西
予
市
蚕
糸
業
振
興
基
金
を
充
当
し
、
Ｊ

Ａ
東
宇
和
養
蚕
部
会
の
養
蚕
新
城
稚
蚕
飼
育

所
の
運
営
費
に
対
す
る
補
助
金
。

国
産
粗
飼
料
増
産
対
策
事
業（
農
林
水
産
業
費
）

１
、
５
４
１
万
円

　
自
給
飼
料
生
産
の
拡
大
・
効
率
化
に
必
要

な
農
業
機
械
の
導
入
・
更
新
に
対
す
る
県
補

助
事
業
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
事
業

費
を
増
額
。

災
害
用
資
機
材
・
施
設
整
備
事
業（
消
防
費
）

主
な
一
般
会
計
補
正
予
算

６
０
０
万
６
千
円

　
県
の
緊
急
津
波
対
策
推
進
事
業
費
補
助
金

の
追
加
内
示
を
受
け
て
、
明
浜
と
三
瓶
地
域

で
津
波
避
難
路
ソ
ー
ラ
ー
街
路
灯
な
ど
の
整

備
を
行
う
経
費
。

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
基
金
事
業
（
諸
支
出
金
）

１
億
円

　
大
地
の
遺
産
を
含
む
多
様
な
地
域
資
源
を

保
全
し
な
が
ら
、
持
続
的
な
地
域
活
性
化
を

図
る
た
め
に
今
後
実
施
す
る
ソ
フ
ト
事
業
、

ハ
ー
ド
事
業
の
財
源
と
す
る
た
め
の
基
金
を

創
設
。

　
平
成
25
年
度
西
予
市
授
産
場
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）
ほ
か
６
会
計
補
正
予

算
、
平
成
25
年
度
西
予
市
上
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）、
西
予
市
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）、
平
成
25
年
度

西
予
市
野
村
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）。

西
予
市
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
基
金
条
例（
制
定
）

　
地
域
資
源
の
保
全
と
持
続
的
な
地
域
活
性

化
を
図
る
た
め
の
経
費
の
財
源
に
充
て
る
た

め
の
基
金
を
設
置
す
る
。

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

�

（
制
定
）

　
延
滞
金
の
利
率
を
引
き
下
げ
る
も
の
。

西
予
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例

そ
の
ほ
か
の
補
正
予
算

条
例
の
制
定
・
改
正

（
一
部
改
正
）

　
市
立
宇
和
病
院
の
移
転
新
築
に
伴
い
、
病

院
の
名
称
と
位
置
が
変
更
と
な
る
た
め
。

西
予
市
游
の
里
ふ
れ
あ
い
広
場
条
例

（
一
部
改
正
）

　
ふ
れ
あ
い
広
場
内
の
農
園
を
有
効
活
用
す

る
た
め
。

西
予
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

（
一
部
改
正
）

　
近
年
の
社
会
一
般
情
勢
を
鑑
み
、
市
職
員

の
通
勤
手
当
の
額
を
県
職
員
に
準
拠
さ
せ
る

も
の
。

西
予
市
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
設
備
整
備

工
事
変
更
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
土
木
工
事
費
を
増
額
し
、
消
防
本
部
電
源

の
雷
対
策
と
し
て
帯
電
ト
ラ
ン
ス（
５
ｋ
Ｖ
Ａ
）

を
追
加
し
、
変
更
金
額
３
億
２
、２
１
４
万

４
千
円
で
四
電
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会

社
と
契
約
締
結
。

明
浜
地
区
小
学
校
統
合
校
舎
建
築
工
事
請
負

契
約
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
５
億
９
、
６
１
６
万
円
で
明
浜
地
区
小
学

校
統
合
校
舎
建
築
工
事
一
宮
工
務
店
・
平
野

建
設
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
と
工
事
請

負
契
約
を
締
結
。

野
村
小
学
校
南
校
舎
改
築
工
事
請
負
契
約
に

つ
い
て

　
３
億
４
、
８
５
７
万
円
で
堀
田
建
設
株
式

会
社
と
工
事
請
負
契
約
を
締
結
。

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
96
条
第
１
項
第
12
号
・
13

号
に
該
当
す
る
処
理
の
報
告
。

三
瓶
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
取
得
に
つ
い
て

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
一
式（
２
台
）を
２
千
３
３

２
万
２
、６
０
０
円
で
浅
野
自
動
車
か
ら
購

入
（
指
名
競
争
入
札
）。

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
広
域
市
町
村
圏
組
合
の

共
同
処
理
す
る
事
務
の
変
更
及
び
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

※
ほ
か
４
件

報
告

財
産
の
取
得

そ
の
ほ
か

市
議
会
第
４
回
定
例
会

厚生労働大臣表彰

河野 清美さん（82）
＝宇和町卯之町二＝

　長年にわたり戦傷病者

援護事業に貢献した功績

により、厚生労働大臣表

彰を受賞されました。

　河野さんは平成４年か

ら25年まで西予市（東宇和

郡）理事兼宇和支部傷痍軍

人妻の会会長を、19年か

ら県傷痍軍人妻の会 評

議員兼市傷痍軍人妻の会

会長を歴任されています。
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地
震
の
被
害
か
ら
身
を
守
ろ
う

一
生
自
分
の
歯
で
食
べ
て
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う

　
詳
し
い
避
難
収
容
施
設
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
各
支
所
・
公
民
館
な
ど
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
明
浜
町
（
17
施
設
）、
宇
和
町
（
28
施

設
）、
城
川
町
（
16
施
設
）、
野
村
町
（
26
施

設
）、
三
瓶
町
（
26
施
設
）

こ
れ
を
持
っ
て
避
難
し
ま
し
ょ
う

　
あ
ま
り
重
く
な
る
と
避
難
行
動
に
支
障
が

あ
る
た
め
、
必
要
最
小
限
の
も
の
を
ま
と
め

て
お
き
、
い
つ
で
も
す
ぐ
に
取
り
出
せ
る
よ

う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
貴
重
品
（
健
康
保
険
証
・
印
鑑
・
免
許
証

な
ど
）
②
救
急
用
具
（
常
備
薬
・
消
毒
薬
・

包
帯
な
ど
）
③
生
活
用
品
（
ラ
イ
タ
ー
・

テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
お
む
つ
・
歯
ブ
ラ
シ
・
タ
オ

ル
な
ど
）
④
衣
類
（
上
着
・
下
着
・
軍
手
・

防
寒
着
な
ど
）
⑤
非
常
食
・
水
（
缶
詰
・
乾

パ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
の
水
な
ど
）
⑥

そ
の
他
必
要
な
も
の
（
携
帯
ラ
ジ
オ
・
電

池
・
懐
中
電
灯
な
ど
）

　
地
震
が
起
こ
っ
た
と
き
、
一
番
怖
い
の
は

パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
す
こ
と
で
す
。
冷
静
に
落

ち
着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

　
地
震
大
国
日
本
に
住
ん
で
い
る
以
上
、
避

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
地
震
。
突
然
、
大
き

な
地
震
に
襲
わ
れ
た
と
き
、
私
た
ち
は
適
切

な
行
動
が
と
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
約
１
万
９
千
人
の
死
者
・
行
方
不
明
者
を

出
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
倒
壊
や
大
破

し
た
建
物
が
約
27
万
棟
あ
り
、
６
万
数
千
人

が
長
期
に
渡
る
避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
高
知
県
沖
の
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源

と
す
る
地
震
が
30
年
以
内
に
60
％
程
度
の
確

率
で
起
こ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近

の
調
査
で
は
、
愛
媛
県
で
の
建
物
倒
壊
は
約

24
万
４
千
棟
に
上
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
建
物
が
倒
壊
し
た
場
合
の
避
難
先
と
し
て

避
難
収
容
施
設
が
あ
り
ま
す
。
安
全
に
避
難

す
る
た
め
に
、
複
数
の
避
難
経
路
を
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

市
内
の
避
難
収
容
施
設

　
市
内
の
避
難
収
容
施
設
は
各
地
区
の
学

校
・
集
会
所
・
公
民
館
な
ど
が
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
被
害
状
況
に
よ
り
使
用
で
き
な

い
場
合
が
あ
る
の
で
、
近
く
の
避
難
収
容
施

設
以
外
も
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
80
歳
以
上
で
自
分
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る

人
を
対
象
に
実
施
さ
れ
る
「
元
気
歯
つ
ら

つ
コ
ン
ク
ー
ル
」（
県
・
県
歯
科
医
師
会
主

催
）
の
表
彰
式
が
八
幡
浜
保
健
所
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
県
下
受
賞
者
79
人
の
う
ち
、
西
予
市
か
ら

入
賞
し
た
５
人
の
皆
さ
ん
に
歯
が
丈
夫
な
秘

訣
を
伺
い
ま
し
た
。

80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
20
本
以
上
保

ち
ま
し
ょ
う
。

保
健
だ
よ
り

問
市
役
所 

健
康
づ
く
り
推
進
課
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【28本】歯磨きには歯
間ブラシも使用してい
ます。歯科医院に通っ
て歯を健康に保つよ
うにしています。毎朝
ウォーキングを行い、
健康管理にも気を付け
ています。

山
口
　
博
重
さ
ん
（
宇
和
町
）

や
ま
ぐ
ち
・
ひ
ろ
し
げ

【22本】年１回は歯科
医院で歯石を取っても
らい、ブラッシング指
導を受けています。歯
磨きは丁寧にしていま
す。毎日運動も行って
食事にも気を付けてい
ます。

岡
田
　
新
一
さ
ん
（
城
川
町
）

お
か
だ
・
し
ん
い
ち

【28本】やわらかい歯
ブラシで歯と歯茎の境
目や、歯茎を丁寧に磨
き、歯茎のマッサージ
をして歯周病予防に心
がけています。

河
野
　
彬
さ
ん
（
城
川
町
）

こ
う
の
・
あ
き
ら

【25本】食後や外出時
の歯磨きは欠かしませ
ん。研磨剤に塩を付け
て丁寧に磨いていま
す。歯科医院にも早め
に行って、定期的に歯
石を取ってもらってい
ます。

芝
　
ミ
ツ
子
さ
ん
（
城
川
町
）

し
ば
・
み
つ
こ

【26本】３カ月に１回
は歯科検診を受けて、
歯石を取ったりブラッ
シング指導を受けたり
しています。歯磨き時
間は１回15分。運動や
栄養にも気を付けてい
ます。

佐
藤
　
智
子
さ
ん
（
三
瓶
町
）

さ
と
う
・
の
り
こ
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て
成
熟
と
は
何
か
」
曽
野
綾
子（
著
）
幻
冬
舎

（
発
）「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
竹
内
龍
人（
編
著
）
汐
文

社（
発
）

「
ひ
い
き
に
か
ん
ぱ
い
！
」
宮
川
ひ
ろ（
著
）

小
泉
る
み
子（
絵
）
童
心
社（
発
）「
蛇
行
す

る
月
」
桜
木
紫
乃（
著
）
双
葉
社（
発
）「
雨

の
な
ま
え
」
窪
美
澄（
著
）
光
文
社（
発
）

「
ボ
ー
ル
の
よ
う
な
こ
と
ば
。」
糸
井
重
里

（
著
）
ほ
ぼ
日
文
庫（
発
）

「
見
え
ざ
る
網
」
伊
兼
源
太
郎（
著
）
角

川
書
店（
発
）「
さ
わ
ら
び
の
譜
」
葉
室
麟

（
著
）
角
川
書
店（
発
）「
し
ょ
う
が
女
神

の
簡
単
お
つ
ま
み
１
２
７
」
森
島
土
紀
子

（
著
）
小
学
館（
発
）「
時
の
審
廷
」
芦
辺
拓

（
著
）
講
談
社（
発
）「
つ
く
も
が
み
」
京

極
夏
彦（
作
）
城
芽
ヤ
マ
ト（
絵
）
岩
崎
書
店

（
発
）

「
北
点
の
馬
た
ち
」
貫
井
徳
郎（
著
）
Ｋ
Ａ

Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ（
発
）「
黒
書
院
の
六
兵
衛

（
上
・
下
）
」
浅
田
次
郎（
著
）
日
本
経
済

新
聞
出
版
社（
発
）「
天
、
共
に
在
り
　
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
三
十
年
の
闘
い
」
中
村
哲

（
著
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版（
発
）

城
川
分
館

土
居
分
館

遊
子
川
分
館

　
お
す
す
め
の
４
冊
（
一
般
書
２
冊
・
児
童

書
２
冊
）
を
紹
介
し
ま
す
。

「
こ
わ
せ
な
い
壁
は
な
い
　
人
生
が
新
し
く

な
る
33
の
心
得
」鎌
田
實（
著
）�
講
談
社（
発
）

　
予
想
外
な
こ
と
で
も
「
壁
を
こ
わ
せ
る
」

の
は
な
ぜ
か
。
諏
訪
中
央
病
院
（
長
野
県
）

の
名
誉
院
長
で
あ
り
、
地
域
の
医
療
支
援
に

取
り
組
む
著
者
が
実
話
か
ら
導
き
出
し
た
、

新
し
い
自
分
に
な
る
た
め
の
33
の
心
得
。

「
材
料
入
れ
て
コ
ト
コ
ト
煮
込
む
だ
け
レ
シ

ピ
」
堤
人
美（
著
）
主
婦
の
友
社（
発
）

　
寒
い
こ
の
時
期
、
時
間
を
か
け
て
煮
込
む

料
理
は
重
宝
し
ま
す
し
温
ま
り
ま
す
よ
。

「
う
ま
ち
ゃ
ん
　
か
け
っ
こ
な
ら
　
ま
け
な

い
も
ん
！
」
き
む
ら
ゆ
う
い
ち（
作
）
ふ
く

ざ
わ
ゆ
み
こ（
絵
）
ポ
プ
ラ
社（
発
）
12
支

キ
ッ
ズ
の
し
か
け
絵
本
で
す
。

「
ゆ
き
だ
る
ま
と
い
つ
も
い
っ
し
ょ
」
キ
ャ

ラ
リ
ン
・
ビ
ー
ナ
ー（
作
）
マ
ー
ク
・
ビ
ー

ナ
ー（
絵
）
し
む
ら
じ
ゅ
ん（
役
）
バ
ベ
ル
プ

レ
ス（
発
）
隠
れ
て
い
る
あ
ひ
る
や
、
雪
だ

る
ま
な
ど
を
探
し
て
み
よ
う
。

「
恋
し
く
て
」
村
上
春
樹（
編
訳
）
中
央
公

論
新
社（
発
）「
明
治
・
妖
モ
ダ
ン
」畠
中
恵

（
著
）
朝
日
新
聞
出
版（
発
）「
人
間
に
と
っ

中
央
館

明
浜
分
館

　
こ
の
釣
針
は
、
宇
和
海
に
浮
か
ぶ
日
振
島

（
宇
和
島
市
）の
越
集
落
の
沖
合
２
０
０
ｍ
、

水
深
28
～
30
ｍ
の
海
底
か
ら
採
集
さ
れ
た
も

の
で
す
。
発
見
者
は
、
砂
利
採
集
運
搬
船
の

機
関
長
を
し
て
い
た
小
内
篤
（
こ
う
ち
・
あ

つ
し
）
さ
ん
で
、
子
ど
も
た
ち
に
頼
ま
れ
て

い
た
き
れ
い
な
貝
殻
を
見
つ
け
よ
う
と
、
掘

り
上
げ
た
海
底
の
土
砂
を
か
き
混
ぜ
て
い
る

う
ち
に
偶
然
に
も
こ
の
釣
針
を
拾
っ
た
そ
う

で
す
。

　
全
長
３
・
４
㎝
、
最
大
幅
３
・
２
㎝
で
、
今

の
釣
針
に
比
べ
る
と
大
き
く
感
じ
ま
す
が
、

縄
文
時
代
の
も
の
と
し
て
は
中
く
ら
い
で
す
。

軸
頭
か
ら
先
端
ま
で
完
全
な
形
で
残
っ
て
い

ま
し
た
。
鋭
利
な
石
器
の
刃
を
小
さ
く
打
ち

当
て
る
よ
う
に
し
て
整
形
さ
れ
て
い
る
た

め
、
粗
雑
な
仕
上
が
り
に
感
じ
ま
す
が
、
軸

頭
に
は
紐
掛
か
り
の
加
工
も
あ
り
、
先
端
は

鋭
く
研
磨
さ
れ
て
い
る
の
で
、
十
分
実
用
に

耐
え
る
完
成
品
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
釣
針
の
最
大
の
特
徴
は
、

先
端
部
が
著
し
く
内
湾
し
て
い
る
こ
と
で

す
。
類
例
は
関
東
か
ら
東
海
地
方
に
か
け
て

見
ら
れ
ま
す
が
、
量
的
に
そ
れ
ほ
ど
多
く
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
他
「
か
え
し
」
、
「
あ

げ
」
な
ど
と
称
さ
れ
る
先
端
部
の
逆
棘
（
か

え
し
）
も
付
い
て
い
ま
せ
ん
が
、
先
を
内
側

に
曲
げ
た
形
に
す
る
と
餌
落
ち
し
な
い
し
、

釣
っ
た
魚
も
外
れ
に
く
い
と
い
う
好
結
果
が

実
験
で
確
か
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
製
作
年
代

は
、
釣
針
の
形
か
ら
今
か
ら
２
千
数
百
年
前

の
縄
文
時
代
の
晩
期
前
半
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
釣
針
を
落
と
し
た
の

は
ど
ん
な
人
だ
っ
た
の
か
、
独
木
舟
を
操
っ

て
漁
を
し
て
い
る
う
ち
に
落
と
し
た
の
か
、

あ
る
い
は
大
物
に
飲
み
込
ま
れ
て
ば
ら
し
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　
２
千
数
百
年
間
、
海
中
の
底
深
く
埋
ま
っ

た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
鹿
角
製
の
釣
針
は
、

長
い
眠
り
か
ら
覚
め
て
明
浜
町
の
歴
史
民
俗

資
料
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
隣
に
は
、

こ
の
釣
針
を
鑑
定
し
た
考
古
学
者
・
実
験
考

古
学
の
楠
本
政
助
（
く
す
も
と
・
ま
さ
す

け
）
さ
ん
が
、
縄
文
時
代
と
同
じ
方
法
で
製

作
し
た
釣
針
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

（
市
文
化
財
保
護
審
議
会

�

委
員
　
高
松
　
岩
男
）

縄
文
の
釣
針
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年
金
の
減
額
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
老
齢
年
金
な
ど
の
受
給
権
確
保
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
本
来
は
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
払
う

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
期
間
の
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

（
最
大
10
年
分
）
。

　
保
険
料
の
納
付
は
平
成
27
年
４
月
か
ら
で

す
。
手
続
き
を
し
た
人
に
は
平
成
27
年
４
月

に
向
け
て
、
保
険
料
納
付
の
案
内
を
お
届
け

す
る
予
定
で
す
。

60
歳
以
降
で
も
保
険
料
納
付
で
き
る
場
合

　
国
民
年
金
に
加
入
で
き
る
の
は
20
歳
か
ら

60
歳
ま
で
で
す
が
、
60
歳
以
降
で
も
申
し
出

に
よ
り
任
意
で
国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
の
で
き
る
「
任
意
加
入
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

①
60
歳
ま
で
に
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

期
間
（
25
年
）
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合

②
40
年
よ
り
納
付
済
期
間
が
少
な
い
た
め
老

齢
基
礎
年
金
を
満
額
受
給
で
き
な
い
場
合
で

あ
っ
て
、
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
に
加
入
し

て
い
な
い
場
合

　
支
払
い
は
原
則
口
座
振
替
で
す
。
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
宇
和
島
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
９
５（
22
）５
４
４
０

問

会
社
員
や
公
務
員
の
配
偶
者
の
人
は

　
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
と
い
っ
た
「
第
２

号
被
保
険
者
」
に
扶
養
さ
れ
る
配
偶
者
（
20

歳
以
上
60
歳
未
満
）
の
人
は
「
第
３
号
被
保

険
者
」（
以
下
「
３
号
」）
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

　
３
号
の
対
象
で
あ
る
期
間
は
、
保
険
料
を

自
分
で
納
付
す
る
必
要
は
な
く
「
保
険
料
納

付
済
期
間
」
と
し
て
将
来
の
年
金
額
に
反
映

さ
れ
ま
す
。

　
離
婚
や
収
入
の
増
加
な
ど
で
３
号
で
な
く

な
っ
た
場
合
は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。
年

金
手
帳
・
印
鑑
・
扶
養
の
喪
失
証
明
書
を
持

参
の
上
、
市
役
所
ま
た
は
年
金
事
務
所
で
お

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

届
出
が
２
年
以
上
遅
れ
た
人
は

　
３
号
で
な
く
な
っ
た
と
き
の
手
続
き
が
遅

れ
た
場
合
（
３
号
か
ら
１
号
へ
の
切
り
替
え

が
遅
れ
た
場
合
）、２
年
以
上
前
の
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
保
険
料

の
「
未
納
期
間
」
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
平
成
25
年
７
月
１
日
か
ら
専
業

主
婦
・
主
夫
の
年
金
が
改
定
さ
れ
、
手
続
き

を
す
れ
ば
「
未
納
期
間
」
を
「
受
給
資
格
期

間
」
に
参
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
無
年
金
や

国
民
年
金
か
ら
大
切
な
お
知
ら
せ

※詳細は市ホームページに掲載しています。

試験　面接試験および作文。試験日は２月23日（日）。詳細については履歴書提出者に個別に案内します。

募集期間　１月22日（水）～２月18日（火）※郵送の場合は２月18日（火）必着とします。

問い合わせ・申込先　西予市教育委員会 教育総務課☎0894（62）6430

　〒797－8501西予市宇和町卯之町三丁目434番地1

希望者は履歴書に希望職種を記入して、募集期間内に
教育委員会 教育総務課まで提出してください募集！ 市教育委員会臨時職員

主な職種または業務 勤務場所 資格・要件 賃　　金 募集
人数 任用期間

学 校 校 務 員 市内小中学校
60歳未満
普通自動車免許

日額  6,200円 若干名
H26.4.1～H26.9.30
H27.3.31までの更新有

学 校 校 務 員 市立惣川小学校
60歳未満
普通自動車免許

月額 133,672円 若干名
H26.4.1～H27.3.31
更新する場合がありうる

給 食 調 理 員
市内小中学校または
西予市学校給食センター

60歳未満
普通自動車免許

日額  6,200円 若干名
H26.4.1～H26.9.30
H27.3.31までの更新有

給 食 調 理 員 市内惣川小学校
70歳未満
普通自動車免許

時給  760円 若干名
H26.4.1～H27.3.31
更新する場合がありうる

学校生活支援員
（障がいのある児童・生徒
の学校生活における支援）

市内小中学校
70歳未満
普通自動車免許

時給  760円

※教員免許保有者は810円
10人程度

H26.4.1～H27.3.31
更新する場合がありうる

窓 口 業 務 員 城川町内公民館
60歳未満
普通自動車免許

月額 133,672円 若干名
H26.4.1～H27.3.31
更新する場合がありうる

調　　査　　員
文化体育振興課およ
び考古センター

60歳未満
普通自動車免許

日額  6,200円 若干名
H26.4.1～H26.9.30
H27.3.31までの更新有

業　　務　　員 ギャラリーしろかわ
70歳未満
普通自動車免許

時給  760円 若干名
H26.4.1～H27.3.31
更新する場合がありうる

募集要領

2014　２月 10

宇和・明浜地区

２月２日（日） 上甲耳鼻咽喉科☎0894（62）0012

２月９日（日） 土居内科☎0894（69）1285

２月11日（火） かどた医院☎0894（62）6722

２月16日（日） 高千穂病院☎0894（62）5009

２月23日（日） 松多クリニック☎0894（62）6655

野村・城川地区

２月２日（日） 井関医院☎0894（72）0030

２月９日（日） 野村病院☎0894（72）0180

２月11日（火） 野村病院☎0894（72）0180

２月16日（日） 宇都宮内科☎0894（72）3333

２月23日（日） 野村病院☎0894（72）0180

三瓶地区

２月２日（日） 内・外� 八幡浜急患センター
☎0894（24）1199

２月９日（日） 内・外� 八幡浜急患センター
☎0894（24）1199

２月11日（火） 内・外� 八幡浜急患センター
☎0894（24）1199

２月16日（日） 内・外� 八幡浜急患センター
☎0894（24）1199

２月23日（日） 内・外� 八幡浜急患センター
☎0894（24）1199

小児科

２月２日（日） ごうお小児科
（大洲市西大洲）

☎0893(24）3936

２月９日（日） みかんこどもクリニック（八幡浜市白浜通）
☎0894（20）8800

２月11日（火） 亀井小児科
（大洲市東大洲）

☎0893（24）3757

２月16日（日） 八幡浜急患センター（八幡浜市大平）
☎0894（24）1199

２月23日（日） おおむら小児科
（内子町城廻）

☎0893（44）7117

休 日 当 番 医
変更となる場合があります。念のため医
療機関へ確認の上、お出かけください。

　
警
察
は
、
事
件
や
事
故
に
あ
っ
た
人
や
目

撃
し
た
皆
さ
ん
か
ら
の
１
１
０
番
通
報
に
、

素
早
く
対
応
し
ま
す
。

◎
最
も
近
い
警
察
官
を
現
場
に
向
か
わ
せ
て

い
ま
す

◎
１
１
０
番
通
報
を
聞
き
な
が
ら
、
並
行
し

て
事
件
発
生
場
所
や
通
報
場
所
へ
急
行
す
る

よ
う
指
示
を
し
て
い
ま
す

１
１
０
番
通
報
の
要
領
・
ポ
イ
ン
ト

①
何
が
あ
り
ま
し
た
か
（
事
件
・
事
故
）

②
い
つ
あ
り
ま
し
た
か
（
時
刻
）

③
ど
こ
で
あ
り
ま
し
た
か
（
近
く
の
目
印
）

④
犯
人
は
（
人
相
・
車
種
・
逃
走
方
向
な
ど
）

⑤
被
害
の
状
況
・
事
故
の
様
子
は

⑥
あ
な
た
の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号

携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
０
番

　
携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
０
番
は
、
場
所
確

認
が
重
要
で
す
。
地
番
な
ど
が
不
明
の
と
き

は
、
で
き
る
限
り
周
囲
の
目
標
物
な
ど
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

１
１
０
番
の
し
く
み

　
県
内
の
１
１
０
番
は
全
て
警
察
本
部
（
松

山
市
）
で
受
信
し
て
い
ま
す
。
最
寄
り
の
警

察
署
が
受
信
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
１
１
０
番
へ
の
い
た
ず
ら
電
話
や
間
違
い

電
話
、
電
話
番
号
案
内
な
ど
（
１
１
０
番
で

は
電
話
番
号
案
内
や
各
警
察
署
へ
の
電
話
転

送
を
し
て
い
ま
せ
ん
！
）
は
、
本
当
に
緊
急

を
要
す
る
人
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。
相
談
ご

と
な
ど
は
電
話
相
談
（
＃
９
１
１
０
）
へ
。

１
１
０
番
　
緊
急
事
態
の
　
命
綱

警
察
署
だ
よ
り

問
西
予
警
察
署�

☎
０
８
９
４（
62
）０
１
１
０

　
有
限
会
社
グ
ロ
ー

バ
ル
ト
ラ
ス
ト
（
兵

庫
県
三
田
市
）
が
平

成
23
年
11
月
に
輸

入
・
販
売
し
た
石
油

ス
ト
ー
ブ
「
ア
ル
パ
カ
」
に
つ
い
て
、消
費
生

活
用
製
品
安
全
法
に
規
定
す
る
技
術
基
準
に

適
合
し
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
同
社

の
技
術
基
準
適
合
義
務
違
反
が
判
明
し
ま
し

た
。
対
象
製
品
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
直
ち

に
使
用
を
中
止
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
製
品
の
詳
細

　
製
品
名
▼
石
油
ス
ト
ー
ブ
、型
番
▼Alpaca 

TSG
-1(S)

、
販
売
期
間
▼
平
成
23
年
12
月

～
25
年
３
月

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　
対
象
製
品
は
、ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー「
コ
ー
ナ

ン
」�を
運
営
す
る
コ
ー
ナ
ン
商
事
株
式
会
社
が

平
成
23
年
12
月
か
ら
自
社
店
舗
で
約
２
、３

０
０
台
販
売
し
、
平
成
25
年
４
月
８
日
か
ら

有
限
会
社
グ
ロ
ー
バ
ル
ト
ラ
ス
ト
に
代
わ
り
、

対
象
製
品
の
自
主
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

コ
ー
ナ
ン
商
事（
株
）か
ら
対
象
製
品
を
購
入

し
た
人
は
、直
ち
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

コ
ー
ナ
ン
商
事（
株
）連
絡
先

　
☎
０
１
２
０（
04
）１
９
１
０（
固
定
電
話
専
用
）

　
午
前
９
時
～
午
後
６
時
ま
で
受
付（
土
日
を
除
く
）

◎
コ
ー
ナ
ン
商
事
（
株
）
以
外
か
ら
当
該
製

品
を
購
入
し
た
人
は
、
最
寄
り
の
経
済
産
業

局�

製
品
安
全
室
ま
で
購
入
し
た
販
売
店
名

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

石
油
ス
ト
ー
ブ「
ア
ル
パ
カ
」使
用
中
止
と
自
主
回
収

奇数日が野村病院
偶数日が宇和病院

２月

市内救急病院
　二次救急（平日夜間および休日）

市立宇和病院☎0894（62）1121
市立野村病院☎0894（72）0180

二次救急は中症～重症患者の受け入れをする医
療機関です。検査・入院・手術が必要な場合に
備え、医師と外来看護師が当直し、検査・放射
線の技師が待機して救急医療にあたっています。
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民生委員・児童委員が改選されました

新たに民生委員・児童委員152人、主任児童委員12人が決定しました。

任期は平成28年11月30日までの３年間です。

福祉問題や高齢者・児童問題でお悩みの人は、近くの委員までお気軽にご相談ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　市福祉事務所 社会福祉課☎0894（62）6428

（表中※印は主任児童委員）

問

明　浜

民
生
委
員
・
児
童
委
員

俵津

１・２区 中浦　靖二
２・３区 西村　初美
４・５・６・８区 伊勢　富雄
６・７・８区 宮崎　　渡
８・９区 宇都宮由美

渡江 全域 稲葉　征弘

狩浜 門之脇・大狩浜 山本　由司
浜組・上組・南組 齊藤　達文

高山

１・２区 冨山　敬子
２・３区 大久保六仁
４・５区 畠山　紀子
５・６区 清家菊次郎

宮野浦 １・２区 山本喜美子
２・３区 遠藤　昭作

田之浜 １・２区 平野茂久惠
３・４区 田中　重光

※ 俵津・渡江・狩浜 山下　和代
高山・宮野浦・田之浜 二宮　金子

宇　和

民
生
委
員
・
児
童
委
員

多田

久保 小倉　　雄
信里 松下　恭子
東多田 増田　由美
瀬戸 河野　幸史
河内 安岡百合子
伊延東・伊延西 河野　松子
岡山 松岡　　志

中川

加茂・大江 三好　　文
田苗真土 横手　ヨネ
清沢・杢所 藤原　章司
坂戸 末光　　幹

石城

小原 河野　豊昭
岩木 井関　咲子
郷内 宇都宮宏嗣
山田 中村いく子
西山田 田中　展子
仁土 宇都宮泰和

宇和上

久枝１区 古手川美知恵
永長・若宮団地 粟野　達良
上松葉 稲井　孝至
れんげ 兵頭　一喜
下松葉上・松葉団地 松山　利美
下松葉中 三原　秀夫
下松葉下 正司　　弘
ひまわり 大塚　美鈴
野田・小野田 林　　伸一
鬼窪８区 佐伯　節子
鬼窪９区・郷団地 阿部キフミ
神領・久枝２～３区 稲田　文子

宇和下

卯之町１区 小玉　敏子
卯之町２～３区 片山　悌子
卯之町４～６区 宇都宮　芳
卯之町７～９区 佐藤　正和
卯之町10～11区 池田　洋子
卯之町12～14区 髙橋　正弘
卯之町15～16区・
みどり団地 今宮　武男

鬼窪６～７区 　池　共子
鬼窪３～５区 芝元マサヱ
鬼窪１～２区 山本万里子
伊賀上 岩本きよみ

宇　和

民
生
委
員
・
児
童
委
員

田之筋

明石 源　　伸吉
新城・さくら団地 炭倉　弘賢
窪・伊崎・常定寺 末光貴美榮
平野・田野中 中野　静枝

下宇和

稲生 清水　昌浩
皆田 宇都宮正敏
下川 宇都宮定雄
上成・昭和・岡山 松末　光代
中組・四道・倉谷 兵頭　幸男
坂ヶ谷 大早チヱミ

※ 全域
井上　善武
河野　直美
河野　幸子

野　村

民
生
委
員
・
児
童
委
員

野村

石久保・下氏宮・上氏宮 和氣　　勇
権現・峰・緑ヶ丘・
あけぼの団地 土居原　洋

伊勢井谷・双津野・久
保谷・竹の内・三島町 兵頭由美子

愛宕・岩村・本町３丁目 中井　　久
本町２丁目・法正・公園団地 渡邊　綱介
新町・本町１丁目 西田眞由美
中屋敷 宇都宮節子
中村・荒瀬・太田 渡邊美惠子
椎の木・上野・山本・岡 清水　敏昭
深山・芒ヶ原・木落 亀岡　廣子
下野・大暮・阿下・前石 赤松　勝馬
上組・宮本・旭・植木 五藤　壽造
馬地・片川・次の川・古市 岡澤美和子

渓筋

白髭 森　　光子
松溪 上甲　清春
鳥鹿野 宇都宮　惇
旭・長谷 大野　惠子
四郎谷 井関五十鈴
河西・出合 西川　厚美

中筋

惣財久・手都合・沖成
・平野上組・平冶 河野　秀雄

岡成・道野々・中野・蔵良本村 光沖　健一
滝山・大成・頭王・学校班 河野　由美
保堂・更生・小滝・舟坂・金集 三瀬　洋子
柿木・岡・成穂 兵頭　　勉
杉山・榎・成城 宇都宮紀子

貝吹

中通川 三瀬　千鶴
大西 西田　富雄
鎌田 土居　秋義
栗木川平・栗木本村・西 亀崎　秀壽

横林

奈良野・大成 井上シズ子
堂野窪・松尾・河成 上田　正美
大領地・坂石・高丸 武田　利男
長谷・汗嵐 清水　京子

惣川

協和・大窪・台・知野
・龍徳・千代田 井上　朱美

稲谷・天神・西下 　河惠美子
西上・寺上・寺下 泉　　和子
中久保・藤之内・竹崎
・平野・学校班 永田砂知子

奈良野・三島・宮之成・
宮之成上・伊予之地 川田加銘太郎

都・榎木・川久保・色納・
松ノ久保・大久保・大和 松本　宗勝

大野ヶ原（小松・寺山）二宮　善三

野　村

※ 全域
古田　富子
阿南　惠子
清水　眞一

城　川

民
生
委
員
・
児
童
委
員

遊子川

竜泉・泉田・重谷・
上影・下陰 辰巳　　文

平岩・日浦 松浦　由美
泉川・上川・下遊子・南平 宮本　義國

土居

宮田・中町・新開 船田　靜男
呉野々・田中・葛籠 楠野　峰子
伏越・東古市 芝　　淳一
中津川・西古市 金田　幸子
男地・程野・窪川・
中野川・寺野・三上 久保田十三夫

河内・下里・川後岩・
串屋・片平 渡邊　元志

高川

池野々・菊之谷 大﨑　五郎
杖野々・六十・本村・太郎原 藤井　孝道
下・成・今井・安尾・
程野・大麦 佐藤　早苗

魚成

川向・中津川 明智　祥勝
町中・蔭之地 伊原　八重
今田 渡邉カスミ
成穂・古市 河野　徳夫
田穂 兵頭チヨカ

中央

杭・本村 中平　久夫
吉之沢・辰之口・岩本 林　　邦子
下相上 中平　辰雄
下相下 藤本みどり
男河内 上岡　福一

※ 全域 福岡　順子
兵頭　加代

三　瓶

民
生
委
員
・
児
童
委
員

１区 １・２・４・５町内会 片山　滿雄
８区 ８区全域・１区３町内会 山本　正男

２区 １町内会、４・５南側 渕川るみ子
２・３町内会、４・５北側 菊池　弘三

３区 全域 田中眞由美

４区

日の地（脇ノ前・谷上・中・
下・久勝寺・松ノ木・日ノ本）紀伊野　薫

陰の地（祝谷・神下・神
中・神上・石崎・岸ノ下）式地　祥子

５区 全域 黒田　周見
６区 全域 三好　秀治
７区 全域 三好　米德
和泉 全域 菊池　　昭
鴫山 全域 井上　紀明

垣生 １～７・13町内会 田中　優子
８～12・14・15町内会 三好　和子

二及 １～４町内会 山下　　妙
５～８町内会 本田　千代

長早 全域 松浦　高子
周木 全域 赤坂　勝利
有太刀 全域 井上　圭子
蔵貫浦 全域 玉手　千代
蔵貫 全域 佐藤　明美

皆江 １～４町内会 泉　　眞寛
５～枯井町内会 濱田眞千美

下泊 全域 杉本　類治

※ 全域 片山ちづ子
林　美智子
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　市内最大規模の「れんげまつり」。
この祭りをさらに盛り上げようと石城
地区の住民が立ち上がり、区長を中心
に前夜祭で花火を打ち上げました。
　「地域づくり委員会」は、ろうそく
を灯して「火の道」を製作すること
で、地上にも美しい彩りを添えまし
た。観光振興の一助として、今後継続
できればと考えています。

石城地域づくり委員会
(宇和町石城地区)

観光関連事業

　標高1,000mのカルスト台地を舞台に
「四国カルスト高原まつり」を実施。
餅まきや輪投げ、特産品である牛肉や
牛乳の試飲会などを行い、幅広い年代
のお客さんに楽しんでもらえました。
　大野ヶ原の魅力を最大限ＰＲするこ
とができたと共に、地域住民が一丸と
なれる事業として、地域コミュニティ
の向上にもつながりました。

大野ヶ原むらおこし会
(野村町大野ヶ原地区)

四国カルスト高原まつり事業

2013年度少年剣道教育奨励賞（全日
本剣道連盟）乙亥舘剣道教室

せいよ地域づくり交付金で
こんなことやりました

表　彰

　
各
事
業
が
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
、
ど
の

よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
を
市
民
の
皆
さ
ん

に
公
表
す
る
こ
と
で
、
よ
り
良
い
教
育
環
境

を
目
指
す
た
め
に
「
教
育
委
員
会
の
点
検
・

評
価
」（
平
成
24
年
度
対
象
）
を
実
施
し

て
、
報
告
書
に
ま
と
め
ま
し
た
。

報
告
書
の
閲
覧
場
所

　
市
教
育
委
員
会�

教
育
総
務
課
、
各
支
所

教
育
課
、
各
公
民
館

　
　
市
教
育
委
員
会 

教
育
総
務
課

　
☎
０
８
９
４（
62
）６
４
３
０

　
幸
せ
な
結
婚
を
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
く
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
推
進
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
「
え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
。

　
　
え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
９（
９
３
３
）５
５
９
６

市
教
育
委
員
会
の
評
価
報
告
書
を
公
表

問ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
員
募
集

問

　
対
象
と
な
る
融
資
資
金
に
対
し
て
、
利
子

の
一
部
を
補
給
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

補
給
金
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

※
補
給
期
間
は
貸
付
実
行
日
か
ら
５
年
以
内

対
象
と
な
る
融
資
制
度

　
西
予
市
中
小
企
業
振
興
資
金
融
資
制
度
に

基
づ
き
融
資
を
受
け
た
運
転
・
設
備
資
金
▼

国
ま
た
は
愛
媛
県
中
小
企
業
融
資
制
度
に
基

づ
き
融
資
を
受
け
た
設
備
資
金
▼
日
本
政
策

金
融
公
庫
、
愛
媛
県
、
愛
媛
信
用
金
庫
の
新

規
起
業
対
象
融
資
制
度
に
基
づ
き
融
資
を
受

け
た
運
転
・
設
備
資
金

補
給
の
要
件

　
西
予
市
内
に
住
所
ま
た
は
事
務
所
を
有
す

る
中
小
企
業
者
▼
融
資
金
額
を
期
限
ど
お
り

返
済
し
て
い
る
こ
と
▼
市
税
を
完
納
し
て
い

る
こ
と

　
　
市
役
所 

商
工
観
光
課

　
☎
０
８
９
４（
62
）６
４
０
８

中
小
企
業
利
子
補
給
制
度

問

アスリート部門
第26回愛媛県小学校陸上運動記録会（11月11日、県総合公園陸上競技
場ほか）〈走り高跳び〉女子①井関美菜（宇和町小６）１ｍ34〈走り幅跳
び〉女子③小鹿優莉（宇和町小６）4ｍ19
第49回愛媛県小学校陸上運動通信記録会（10月23日、宇和運動公園陸
上競技場ほか）〈走り高跳び〉女子②井関美菜（宇和町小６）１ｍ32

アーティスト部門
平成25年度歯・口の健康に関する図画・ポスター・啓発標語コンクール
〈図画の部〉②長山夢華（野村小2）〈ポスターの部〉③江里友花（野村
小４）

平成25年度愛媛県へき地学校児童生徒図画・書写作品展
〈図画の部〉金賞︰水野すず（河成小２）銅賞：清水日々樹（河成小４）
〈書写の部〉金賞︰清水元樹（河成小５）
平成25年度人権意識を高めるポスター
〈小学校高学年の部〉優秀賞：大本帆乃果（野村小６）
平成25年度ＪＡ共済小・中学生交通安全ポスターコンクール
金賞︰瀧野雄斗（野村小６）銀賞︰田中翔梧（同）銅賞︰沖平優（同）

がんばれ　せいよのアスリート！アーティスト！



広報　せいよ15

SEIYO INFORMATION & NEWS

宇
和
柿
句
会
（
宗
一
選
）

霧
深
き
中
よ
り
一ひ

と
日ひ

始
ま
り
ぬ

�

黒
田

　美
穂

目
に
見
ゆ
る
用
見
え
ぬ
用
十
二
月

�

河
野
貴
和
子

風
に
さ
へ
追
は
る
る
心
街ま

ち

師
走

�

長
野

　由
子

ひ
ろ
ば
句
会
（
カ
ホ
ル
選
）

古
都
巡
る
旅
に
賜た

ま

は
る
小
春
か
な

�
沖
野

　恭
子

向
か
ひ
合
ひ
湯
呑
み
両
手
に
日
向
ぼ
こ

�

堀
田

　美
和

山
里
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
出
て
落
葉
踏
む

�

河
野

　光
代

れ
ん
げ
草
句
会

少
子
化
で
女
子
も
加
ふ
る
亥
の
子
か
な

�

迷

　
　句
韻

友
来
た
る
顔
よ
り
太
き
茸き

の
こ

持
ち

�

橋
本
八
千
代

長
き
夜
の
雨
音
に
覚
め
二
度
寝
し
て

�

宇
都
宮
幸
恵

中
川
俳
句
会

ほ
ろ
ほ
ろ
と
白し

ろ

萩は
ぎ

零こ
ぼ

る
坐す

わ

り
石

�

三
好

　艶
子

駄
菓
子
屋
の
セ
ッ
ト
懐
か
し
一
葉
忌

�

玉
井
ア
ツ
子

野
菊
咲
く
橋
の
た
も
と
の
大
草
履

�

福
内
か
す
み

さ
わ
ら
び
句
会

初
時し

ぐ
れ雨
野
山
に
色
を
残
し
を
り

�

山
内

　勝
美

一ひ
と
り人

居い

の
寒
さ
訪
ね
る
人
も
無
く

�

大
塚
賀
志
恵

野
路
散
歩
朝
の
挨
拶
息
白
し

�

芝
元

　悦
子

　
ｅ
︲
Ｔａ
ｘ
を
使
う
と
、
次
の
よ
う
な
こ

と
が
と
っ
て
も
便
利
に
な
り
ま
す
。

①
　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
告

　「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利

用
し
て
、
ｅ
︲
Ｔａ
ｘ
で
送
信
で
き
ま
す
。

②
　
添
付
書
類
を
省
略
で
き
る

　
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定

申
告
を
ｅ
︲
Ｔａ
ｘ
で
行
う
場
合
、
医
療
費

の
領
収
書
や
源
泉
徴
収
票
の
提
出
を
省
略
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
税
務
署
か
ら
提
出
・

提
示
を
求
め
ら
れ
る
場
合
あ
り
）。

③
　
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

　
ｅ
︲
Ｔａ
ｘ
で
の
還
付
申
告
を
早
期
処
理

（
３
週
間
程
度
に
短
縮
）
し
て
い
ま
す
。

　
　
八
幡
浜
税
務
署

　
☎
０
８
９
４（
22
）０
８
０
０

ｅ
︲
Ｔ
ａ
ｘ
が
と
っ
て
も
便
利

問

　
こ
の
時
期
、
税
務
署
は
大
変
混
み
合
い
ま

す
。
確
定
申
告
は
余
裕
を
持
っ
て
早
め
に
お

済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税

　
３
月
17
日（
月
）ま
で
に

消
費
税
・
地
方
消
費
税

　
３
月
31
日（
月
）ま
で
に

納
税
は
振
替
が
便
利

　「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
」
用
紙
を
提

出
す
れ
ば
、
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
で
納
税

で
き
ま
す
。
確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
お
よ

び
復
興
特
別
所
得
税
の
口
座
振
替
日
は
４
月

22
日（
火
）、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の

口
座
振
替
日
は
４
月
24
日（
木
）で
す
。

　
　
八
幡
浜
税
務
署

　
☎
０
８
９
４（
22
）０
８
０
０

確
定
申
告
は
お
早
め
に

問

　
平
成
25
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

の
１
年
間
に
、
個
人
か
ら
も
ら
っ
た
財
産
の

価
額
が
１
１
０
万
円
を
超
え
る
と
、
贈
与
税

の
申
告
と
納
税
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
相
続
時
精
算
課
税
制
度
の
適
用
を
受
け
る

場
合
や
、
住
宅
取
得
等
資
金
の
非
課
税
制
度

の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
申
告
期
限
ま

で
に
贈
与
税
の
申
告
が
必
要
と
な
る
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

贈
与
税
の
申
告
期
限
　
３
月
17
日（
月
）

　
詳
細
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
八
幡
浜
税
務
署

　
☎
０
８
９
４（
22
）０
８
０
０

　
２
月
23
日（
日
）は
税
理
士
記
念
日
で
す
。

お
気
軽
に
税
理
士
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容
（
例
）

　
事
業
を
始
め
た
け
れ
ど
、
ど
ん
な
手
続
き

が
必
要
？
▼
親
か
ら
財
産
を
も
ら
っ
た
け

ど
、
贈
与
税
の
申
告
は
？
な
ど

相
談
日
程

　
２
月
21
日（
金
）各
税
理
士
事
務
所

　
２
月
24
日（
月
）八
幡
浜
市
役
所

　
３
月
４
日（
火
）西
予
市
役
所

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　
四
国
税
理
士
会 

八
幡
浜
支
部

　
☎
０
８
９
４（
24
）７
２
６
０

贈
与
税
の
申
告
・
納
税
も
忘
れ
ず
に

問無
料
税
務
相
談

問

「西予市民病院」
工事を２カ月延長

　平成26年７月の開院を目指して工事を進め

てきた「西予市民病院」について、工期を延

長する必要が生じました。

　これは政府の景気対策や復興予算により、

東北・首都圏を中心とした全国的な工事量が

急増したため、今後予定している内装工事に

おいて大規模現場に対応できるまとまった技

能労働者の確保が難しくなったためです。

　工期の見直しを行った結果、当初予定して

いた完成時期から２カ月延長し、平成26年６

月末までに完成する見込みとなりました。

　工期延長に伴い開院日も延期することにな

り、市民の皆さんにはご心配やご迷惑をお掛

けしますが、ご理解とご協力をお願いいたし

ます。

　　市役所 新病院建設室☎0894（62）1126問

2014　２月 14

　
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
・
シ
ョ
ベ
ル
な
ど
の
小

型
特
殊
自
動
車
や
、
乗
用
装
置
の
あ
る
ト
ラ

ク
タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
の
農
耕
作
業
用

自
動
車
は
、
軽
自
動
車
の
課
税
対
象
で
す
。

　
所
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
は
、
車
両

を
取
得
し
て
か
ら
15
日
以
内
に
ナ
ン
バ
ー
取

得
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
現
在
所
有
し
て
い
て
登
録
が
ま
だ
の
場
合

は
、
す
み
や
か
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

車
両
を
処
分
・
所
有
者
を
変
更
し
た
場
合

　
手
続
き
が
必
要
で
す
。
登
録
し
た
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
い
つ
ま
で
も
軽
自
動
車
税
が

か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
廃
車
手
続
き
が
４

月
１
日
を
過
ぎ
る
と
、
そ
の
年
度
に
つ
い
て

は
課
税
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
　
市
役
所 

税
務
課

　
☎
０
８
９
４（
62
）６
４
０
１

農
業
作
業
用
自
動
車
な
ど
の
申
告

問

漢
詩

東
宇
和
吟
社

甲
午
新
年
書
感�

岡
田

　翠
松

梅
花
　
馥ふ

く

郁い
く

　
初
陽
麗う

ら

ら
か
に

甲こ
う

午ご

　
茲こ

こ

に
迎
う
八は

ち

十じ
ゅ
っ

霜そ
う

天
恩
　
祖
徳
　
康
健
を
謝
し

試
筆
　
先
ず
揮ふ

る

っ
て
坐ざ

忘ぼ
う

に
入
る

川
柳

川
柳
明
浜

夢
の
せ
て
は
ば
た
け
西
予
ジ
オ
パ
ー
ク

�

門
田
い
さ
子

不
器
用
だ
け
ど
身
体
い
っ
ぱ
い
生
き
て
い
る

�

岩
井

　郁
子

冬
来
た
り
な
ば
な
ど
と
希
望
の
日
を
重
ね

�

宇
都
宮
広
二

短
歌

三
瓶
短
歌
会

霧
の
中
団ど

ん

栗ぐ
り

椎
の
実
踏
み
締
め
て
プ
チ
プ
チ

音
な
る
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク

�

川
崎
不
二
子

遠
き
道
度
々
見
舞
い
て
く
る
る
夫つ

ま

言
葉
荒
く

も
気
遣
い
嬉
し�

赤
塚
千
恵
子

過
疎
進
む
町
に
は
あ
れ
ど
文
化
祭
の
力
作
見

つ
つ
心
安
ら
ぐ�

大
和
田
澄
男

俳
句

高
山
海
月
俳
句
会

招
か
れ
て
一ひ

と

日ひ

の
客
や
初
天
神

�

岡
崎

　豊
子

墨
の
香か

や
心
し
ず
か
に
賀
状
書
く

�

宇
都
宮
美
代
子

一
と
欠か

け
ら片

の
希
望
を
胸
に
生
き
る
春

�

川
口

　京
仙

広
　報
　文

　芸

区分
小型特殊自動車

農耕作業用自動車 その他
（農耕用以外）

全長 制限なし 4.7ｍ以下
全幅 制限なし 1.7ｍ以下
全高 制限なし 2.8ｍ以下

総排気量 制限なし 制限なし
最高速度 35㎞/h未満 15㎞/h未満

構造

農耕用トラクター/
コンバイン/国土交
通大臣の指定する農
耕作業用自動車など

シャベル・ローダ/
タイヤ・ローラ/
フォークリフトな
ど

税額 1,600円 4,700円
自動車の大きさまたは最高速度が上記の範囲外であれば、大型特殊
自動車に該当し、固定資産税（償却資産）の課税対象となる。公道
を走行しない（工場内や田畑でしか使用しない）車両でも課税され
る。乗用装置のないもの（歩行型トラクターなど）は課税対象外。

申告は２月17日（月）～３月17日（月）までの間に！
市県民税・国民健康保険税の申告相談
　２月17日（月）～３月17日（月）は市県民税・国民

健康保険税の申告期間です。平成26年１月１日現

在に西予市に住所がある人は、期間中に必ず申告を

してください。

　申告をしないと所得証明書などが交付されない、

国民健康保険税の軽減措置が受けられないなどの不

利益が生じます。

※申告会場・日程・その他申告に関する詳細は、各

戸に配布してお知らせします。

準備はお早めに！ご自分で収支計算を
　農業・営業所得などの収支計算、医療費の集計な

どは、自分で済ませて会場においでください。

　計算せずに来場した場合は、会場内の計算所でご

自分で計算していただくようになります。

年金所得者で申告が必要な場合
　年金所得者のうち、確定申告書の提出の必要がな

くなった人も「公的年金等の源泉徴収票」に記載さ

れている控除（年金から天引きされた社会保険料控

除や配偶者控除・扶養控除・基礎控除など）以外の

各種控除（納付書などで支払った社会保険料控除・

生命保険料控除・医療費控除など）の適用を受ける

ときは、住民税申告が必要です。

年少扶養控除も申告が必要
　年少扶養控除（16歳未満の扶養親族）の扶養控除

は廃止されましたが、市県民税の非課税限度額など

の判断や保育料などの算定には必要ですので扶養親

族の申告をお願いします。ただし所得税の申告（年

末調整や確定申告）をしている場合は申告不要です。

※障がい者の年少扶養親族がいる場合には、障害者

控除は適用となりますので、申告をお願いします。

　　市役所 税務課☎0894（62）6401

　　または各支所 総務課 税務係

問
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○12月届出分（敬称略）。親族等のご承諾を得て掲載しています。
　掲載を希望されない場合は、届出の際にお申し出ください。
※この記事を営利目的に利用することを禁じます。

相
談
は
無
料
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

行
政
相
談

高
山
公
民
館
（
明
浜
町
）

　
２
月
４
日（
火
）午
前
９
時
～
正
午

市
役
所 

１
階
相
談
室

　
２
月
13
日（
木
）午
前
10
時
～
午
後
３
時

野
村
公
民
館

　
２
月
10
日（
月
）午
前
９
時
～
11
時

三
瓶
支
所

　
２
月
18
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

野
村
公
民
館

　
２
月
12
日（
水
）午
前
９
時
30
分
～
正
午

各
種
相
談

人
権
相
談

三
瓶
支
所

　
２
月
12
日（
水
）午
後
１
時
～
３
時
30
分

教
育
保
健
セ
ン
タ
ー

　
２
月
５
日（
水
）午
前
10
時
～
午
後
３
時

総
合
セ
ン
タ
ー
し
ろ
か
わ

　
２
月
20
日（
木
）午
後
２
時
～
４
時

三
瓶
文
化
会
館

　
２
月
15
日（
土
）午
後
１
時
～
４
時

市
社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所

　
２
月
18
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

　
２
月
25
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

結
婚
相
談

心
配
ご
と
相
談

野
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
２
月
４
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

市
社
会
福
祉
協
議
会 

三
瓶
支
所

　
２
月
25
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

市
社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所

　
２
月
21
日（
金
）午
後
２
時
～
４
時

　
予
約
先

︰

市
社
会
福
祉
協
議
会�

宇
和
支
所

　
☎
０
８
９
４（
62
）２
０
０
０

高
山
公
民
館
（
明
浜
町
）

　
２
月
14
日（
金
）午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
予
約
先

︰

市
社
会
福
祉
協
議
会�

明
浜
支
所

　
☎
０
８
９
４（
69
）８
０
６
６

野
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

法
律
相
談
※
予
約
制

　
２
月
４
日（
火
）午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
予
約
先

︰

市
社
会
福
祉
協
議
会�

本
所

　
☎
０
８
９
４（
72
）２
３
０
６

市
社
会
福
祉
協
議
会 

三
瓶
支
所

　
２
月
24
日（
月
）午
後
１
時
～
３
時
30
分

　
予
約
先

︰

市
社
会
福
祉
協
議
会�

三
瓶
支
所

　
☎
０
８
９
４（
33
）３
０
４
６

市
社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所

　
２
月
３
日（
月
）午
後
１
時
～
３
時

野
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
２
月
４
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

三
瓶
支
所

　
２
月
17
日（
月
）午
後
１
時
～
３
時

介
護
・
福
祉
・
認
知
症
相
談

お誕生おめでとう

おくやみ

2014　２月 16

　
集
団
予
防
接
種
の
際
の
注
射
器
回
し
打
ち

に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
被
害
に
関

し
て
、
国
か
ら
和
解
金
支
払
い
な
ど
の
救
済

を
受
け
る
た
め
の
手
続
き
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
（
参
加
費
用
・
予
約
不
要
）。

日
時
　
２
月
16
日
（
日
）
午
前
10
時
～

場
所
　
県
歴
史
文
化
博
物
館
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム
（
宇
和
町
卯
之
町
四
丁
目
）

　
　
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
広
島
弁
護
団

　
☎
０
８
２（
２
２
３
）６
５
８
９

　
福
島
第
一
原
発
の
事
故
を
受
け
て
、
原
子

力
防
災
の
正
し
い
知
識
と
認
識
を
強
化
す
る

た
め
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
２
月
７
日（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
　
伊
方
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
５
階

テ
ー
マ
　「
原
子
力
防
災
に
つ
い
て
考
え
る
」

講
師
　
中
島
健
さ
ん
（
京
都
大
学
原
子
炉
実

験
所
教
授 

研
究
炉
部
長
）

申
込
方
法

　
左
記
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
応
募
者
多
数
の
場

合
は
先
着
順
。

　
　
公
益
財
団
法
人
伊
方
原
子
力
広
報
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
９
４（
38
）２
０
３
６

　
Ｆ
Ａ
Ｘ

︰０
８
９
４（
38
）２
０
２
６

　
Ｕ
Ｒ
Ｌ

︰http://wwwe.pikara.ne.jp/dr-sada/

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
説
明
会

問原
子
力
講
演
会
を
開
催

問

　「
い
き
い
き
学
級
」で
は
、
麻
ひ
も
を
使
っ

た
シ
ン
プ
ル
で
使
い
や
す
い
エ
コ
バ
ッ
ク
を

作
り
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

日
時
　
２
月
13
日（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所
　
教
育
保
健
セ
ン
タ
ー
４
階（
宇
和
町
）

費
用
　
５
０
０
円
（
材
料
代
）

準
備
物
　
か
ぎ
針
編
み
５
号

定
員
　
15
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

講
師
　
都
築
祐
子
さ
ん

　
　
市
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

　
☎
０
８
９
４（
62
）６
４
１
５

　
労
災
職
業
病
に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
午
後
１
時
か
ら
は
「
労
災
職
業
病
・
労
災

補
償
」
の
説
明
を
し
ま
す
の
で
、
時
間
ま
で

に
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
２
月
９
日（
日
）午
後
１
時
～
４
時

場
所
　
教
育
保
健
セ
ン
タ
ー
４
階（
宇
和
町
）

持
参
物
（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

　
働
い
た
職
歴
（
厚
生
年
金
の
記
録
・
雇
用

保
険
の
記
録
）、
事
業
所
健
康
診
断
の
記
録

な
ど

　
　
全
日
本
建
設
交
運
一
般
労
働
組
合�

愛
媛
県
本
部

　
☎
０
８
９（
９
７
６
）５
５
５
０

「
い
き
い
き
学
級
」
学
級
生
募
集

問労
災
職
業
病
　
無
料
健
康
相
談
会

問

西予市出身学生が対象
育英会奨学生を募集

　

　平成26年度西予市育英会奨学生を次のとおり募集します。

対象者　西予市出身で、短期大学・専修大学・大学・大学

院・高等学校および高等専門学校に進学または在学し、学

修に意欲があり学資の支弁が困難と認められる学生、生

徒。

奨学金の額
　短期大学・専修学校・大学・大学院…月額35,000円以内

　医学部…月額50,000円以内

　高等学校・高等専門学校…月額15,000円以内

奨学金の交付　毎年度５・８・11・２月の４回

奨学資金の返還
　学校卒業後６カ月を経過した日から７年以内。無利子。

申請書類
　西予市奨学生願書・西予市奨学生推薦調書（教育総務課

および各支所教育課にあり。市ホームページからも入手可

能）

添付書類　市民税所得・課税証明書、納税証明書

申請期限　３月20日（木）

申請先　市教育委員会 教育総務課または各支所 総務課

問い合わせ　市教育委員会 教育総務課☎0894（62）6430

三瓶町出身大学院生が対象
三瓶地域育英会奨学生を募集

　三瓶町蔵貫（旧蔵貫村）出身、故三好等氏のご遺

族からの寄付金を基金として設立した「三好等奨

学基金（合併後「西予市三瓶地域育英会奨学基金」

に名称変更）」の奨学生を次のとおり募集します。

対象者　三瓶町出身で、平成26年度から大学院に

在籍し、学資の支弁が困難と認められる学生

奨学金の額　月額35,000円

貸与期間　２年間の就学期間

奨学金の交付　毎年度５・８・11・２月の４回

　※新規申請時の１期交付は貸付決定後

奨学資金の返還
　学校卒業後６カ月を経過した日から貸与した期

間の２倍相当期間に年賦または半年賦。無利子。

申請書類　奨学生願書・奨学資金申込者調書

添付書類　在学証明書・市民税所得・課税証明

書、納税証明書

申請期限　３月20日（木）

申請先・問い合わせ
　市教育委員会 三瓶教育課☎0894（33）2470



広報　せいよ19

「せい坊」オフィシャルホームページ
http://www.seibou.jp/

四国西予ジオパーク、ぼくもたくさん知ってるよっ！

固定資産税　４期　保険税　８期
納期限は２月28日(金)

（口座振替は２月25日）

２月の納税

イベント情報イベント情報

　パネルディスカッションや環境
劇、水辺の生物調査、かんきょう
川柳表彰を実施します。軽トラ市
やジオ写真展も同時開催！
日時　２月23日（日）
　　　午前11時～
会場　宇和文化会館大ホール
※当日、廃食油を回収します。先

着で粗品贈呈！各支所から会場
まではマイクロバスが運行しま
す。

　　市役所 環境衛生課内
　　西予市環境フェア実行委員会
　　☎0894（62）1132

問

せいよ環境フェア2013
２月23日（日）に開催市民のうごき

（12月末現在）
※住民基本台帳法による。カッコ内は前月比

人　口　41,807人（－28）
　　　　男 19,624人（－13）　女 22,183人（－15）

世帯数　18,726世帯（＋ 5）

出　生　23人（＋ 3）
　　　　男 14人（＋ 5）　女  9人（－ 2）

死　亡　64人（＋ 15）
　　　　男 31人（＋ 6）　女 33人（＋ 9）
※Ｈ24.7.9 住民基本台帳法改正により、外国人を含む人口・世帯数を記載しています。

2 ⁄2（日）
西予市消防出初式
小型ポンプ・ポンプ自動車の操法ほか。団員たちがきびきびとした日頃の訓練を披露します。
◯  午前９時～
◯  宇和運動公園
　 （雨天は宇和体育館） ◯ 市消防本部
　 ☎0894（62）0119

時 

場 

問

2 ⁄21（金
）

わくわく
ミュージ

ック

音楽に合わせて楽しく体を

動かします。乳幼児と保護

者が対象。

◯  午前10時30分～11時30分

◯  乙亥会館トレーニング室

 ◯ 野村児童館

　 ☎0894（72）037
4

時 

場 

問

2014　２月 18

全
国
高
等
学
校
統
一
用
紙
制
定
か
ら
40
年

（
そ
の
２
）

就
職
差
別
に
つ
な
が
る
恐
れ
の
あ
る
14
項
目

　
本
人
の
能
力
や
適
性
お
よ
び
意
欲
で
選
考

で
き
る
情
勢
を
確
立
す
る
た
め
に
、
愛
媛
県

で
は
「
統
一
応
募
用
紙
」
に
加
え
て
「
就
職

差
別
の
生
じ
る
恐
れ
の
な
い
採
用
選
考
シ
ス

テ
ム
の
確
立
に
つ
い
て
」
の
文
書
を
同
封
し

て
、
事
業
所
に
公
正
な
採
用
選
考
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　
就
職
差
別
に
つ
な
が
る
恐
れ
の
あ
る
項
目

（
事
項
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
戸
籍
謄
（
抄
）
本
の
提
出

　
人
を
雇
う
際
に
戸
籍
謄
（
抄
）
本
の
提
出

を
求
め
る
な
ど
に
よ
っ
て
「
本
籍
」
を
調
べ

る
習
慣
は
、
我
が
国
の
資
本
主
義
段
階
の
初

期
に
お
い
て
身
元
を
確
認
す
る
た
め
の
手
段

と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
こ
の
習
慣
は
踏
襲
さ
れ
続
け
、

今
と
な
っ
て
は
何
の
た
め
か
明
確
で
な
い
の

に
、
従
来
か
ら
の
慣
行
と
し
て
事
務
的
に
求

め
ら
れ
て
い
た
場
合
が
あ
り
ま
し
た
。本
籍
、

家
族
関
係
を
詳
し
く
知
る
こ
と
は
、
本
人
の

能
力
や
適
性
、意
欲
に
無
関
係
な
こ
と
で
す
。

「
住
民
票
（
写
し
）」
の
提
出
も
同
様
で
す
。

②
社
用
紙
（
雇
用
主
が
独
自
に
作
成
し
た
応

募
用
紙
）
の
使
用

③
身
元
（
家
族
）
調
査

④
家
族
の
職
業
・
家
族
の
続
柄
・
家
族
の
健
康

⑤
家
族
の
地
位
・
学
歴
・
収
入

⑥
家
族
の
資
産

⑦
住
居
状
況
（
部
屋
数
・
間
取
り
）

　
採
用
選
考
は
、
応
募
者
の
職
務
能
力
を
基

本
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
家
庭
環
境
や

家
族
の
職
業
、
資
産
の
有
無
は
本
人
の
能

力
・
適
正
な
ど
に
は
関
係
な
い
こ
と
で
あ
り
、

就
職
選
考
に
は
不
要
で
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
侵
害
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

⑧
宗
教

⑨
支
持
政
党

⑩
生
活
信
条

　
こ
れ
ら
は
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
「
思
想
及

び
良
心
の
自
由
（
第
19
条
）
」、「
信
教
の
自

由
（
第
20
条
）
」、「
学
問
の
自
由
（
第
23

条
）」
な
ど
を
侵
害
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

⑪
尊
敬
す
る
人
物

　
尊
敬
す
る
人
物
を
通
し
て
、
生
活
信
条
や

思
想
を
調
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⑫
思
想

　
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
「
思
想
及
び
良
心
の

自
由
（
第
19
条
）」
を
侵
害
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　
以
上
⑧
～
⑫
は
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
本
来

自
由
で
あ
る
べ
き
項
目
で
あ
り
、
そ
れ
を
採

用
選
考
に
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
が
必
要
で
す
。

⑬
本
籍
・
生
ま
れ
育
っ
た
場
所
・
自
宅
ま
で

の
道
順

　
出
生
地
や
育
っ
た
と
こ
ろ
は
、
本
人
の
責

任
に
帰
さ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
特
定
の
地

域
（
同
和
地
区
な
ど
）
出
身
者
を
排
除
し
よ

う
と
す
る
意
図
が
伺
え
ま
す
。

⑭
生
活
環
境
に
関
す
る
作
文
（
生
い
立
ち
・

私
の
家
族
・
父
母
を
語
る
な
ど
）

　
作
文
を
通
じ
て
①
～
⑬
の
項
目
を
調
査
す

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
次
に
、「
採
用
選
考
時
の
健
康
診
断
の
検

査
項
目
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
厚
生
労
働

省
の
「
公
正
な
選
考
を
め
ざ
し
て
」
に
お
い

て
、
職
場
差
別
に
つ
な
が
る
恐
れ
の
あ
る
14

事
項
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
参
考
文
献

︰「
人
間
の
輪
」
高
等
学
校
学
習

資
料
・
愛
媛
県
人
権
教
育
協
議
会
編
）

　
検
査
項
目
は
、
職
務
を
遂
行
す
る
た
め
の

適
性
と
能
力
を
判
断
す
る
た
め
に
行
う
も
の

で
あ
り
、
基
本
的
に
は
本
人
の
入
社
後
に
実

施
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
採
用
選
考
時
に
お
け
る
必

要
限
度
を
超
え
た
検
査
、
特
に
血
液
検
査
及

び
尿
検
査
等
は
本
人
の
適
性
と
能
力
を
判
断

み
ん
な
の
人
権
ひ
ろ
ば

す
る
上
で
は
関
係
な
い
事
項
で
あ
り
ま
す
の

で
、
特
に
留
意
願
い
ま
す
。

　
前
号
で
紹
介
し
た
高
校
生
に
、
面
接
に
つ

い
て
の
話
を
聞
い
た
と
こ
ろ
「
部
活
動
で
ど

の
よ
う
に
部
を
ま
と
め
た
か
、
何
が
楽
し

か
っ
た
か
な
ど
、
自
分
が
が
ん
ば
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
聞
か
れ
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
緊
張
し
た
け
れ
ど
、
自
分
の
こ
と
だ
っ

た
の
で
自
信
を
持
っ
て
答
え
る
こ
と
が
で
き

た
と
も
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
愛
媛
県
人
権
教
育
協
議
会
と
愛
媛
県
高
等

学
校
進
路
保
障
連
絡
協
議
会
は
、
平
成
元
年

度
か
ら
「
14
項
目
に
抵
触
し
た
事
業
所
数
」

を
調
査
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
不
適
切
な
質
問
を
行
っ
た
県

内
・
県
外
の
事
業
所
数
は
、
平
成
元
年
度
は

７
４
６
社
あ
り
ま
し
た
が
徐
々
に
減
少
し
、

平
成
24
年
度
は
19
社
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
希
望
を
抱
い
て
社
会
に
巣
立
つ
子
ど
も
た

ち
が
、
自
分
ら
し
く
そ
の
能
力
や
適
性
を
生

か
し
て
意
欲
的
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
社
会

実
現
の
た
め
に
、
統
一
応
募
用
紙
の
趣
旨
を

生
か
し
ま
し
ょ
う
。

▼
感
想
や
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

�

（
社
会
教
育
指
導
員
　
宇
都
宮
）

　
☎
０
８
９
４（
62
）６
４
１
５
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　「
昔
の
家
に
は
『
い
ろ
り
』

が
あ
っ
た
け
ん
、
葺
き
替
え
る

と
き
に
は
す
す
で
全
身
真
っ
黒

に
な
る
ん
よ
。
そ
れ
で
目
玉
だ

け
ギ
ョ
ロ
っ
と
光
る
も
ん
や
け

ん
『
屋
根
の
上
の
カ
ラ
ス
』
言

う
て
か
ら
か
わ
れ
て
ね
。
当
時

は
若
か
っ
た
け
ん
、
こ
の
仕
事

が
恥
ず
か
し
ゅ
う
て
な
ぁ
」

　
市
内
に
残
る
た
だ
一
人
の

「
か
や
ぶ
き
職
人
」
、
浅
野
頼

光
さ
ん
。
80
歳
の
今
、
手
掛
け

て
い
る
の
が
「
松
の
窪
堂
」
の

改
修
工
事
で
す
。

　「
松
の
窪
堂
」
は
野
村
町
平

野
地
区
に
あ
る
市
指
定
文
化

財
。
伝
統
行
事
を
支
え
る
場
所

と
し
て
地
元
に
愛
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
前
の
葺
き
替
え

か
ら
約
30
年
が
経
過
し
、
老
朽

化
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。

　「
か
や
ぶ
き
の
寿
命
は
、
大

体
20
～
30
年
。
今
回
、
大
野
ヶ

原
に
自
生
し
と
る
質
の
い
い

『
か
や
』
を
１
６
０
０
束
確
保

で
き
た
け
ん
、
そ
れ
を
使
っ
て

や
り
よ
る
ん
よ
」

　
そ
の
土
地
の
気
候
や
暮
ら
し

に
応
じ
た
か
や
ぶ
き
の
形
状
と

技
術
は
、
地
域
ご
と
に
異
な
り

ま
す
。
そ
れ
は
「
伝
統
」
と
し

て
職
人
に
受
け
継
が
れ
て
き
ま

し
た
。
今
、「
西
予
の
か
や
ぶ

き
」
を
継
承
し
て
い
る
の
は
浅

野
さ
ん
た
だ
一
人
で
す
。

　「
昔
か
ら
の
伝
統
を
残
し
た

い
け
ど
、
か
や
ぶ
き
の
建
物
も

少
な
い
け
ん
仕
事
と
し
て
食
べ

て
い
け
れ
ん
。
や
ろ
う
と
い
う

人
は
お
ら
ん
わ
い
な
ぁ
」

　
変
わ
っ
て
い
く
時
代
の
中
、

変
わ
ら
な
い
風
景
を
守
る
技
術

が
今
、岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い

ま
す
。

浅野頼光（80）＝城川町遊子川/あさ
の・よりみつ︰かやぶき職人だった
父の姿を見て、中学卒業後にこの世
界に飛び込む。父親が屋根から落ち
て仕事ができなくなったことをきっ
かけに本格的に従事し、現在までそ
の技術と伝統を受け継ぐ。市内に残
るたった１人のかやぶき職人。

か
が
や
き
西
予
人

「
昔
か
ら
の
伝
統
を
残
し
た
い
け
ど
…
」

�
市
内
で
た
だ
一
人
の
か
や
ぶ
き
職
人

せ
い

よ

び
と

有
料
広
告

　昨年は「広報せいよ」に温かな励
ましやご感想、お手紙などをたくさ
んいただきまして、本当にありがと
うございました。どのお便りもとて
もうれしく、私どもの励みとなって
います。今年も皆さんに寄り添い、
一緒に前へと進んでいける存在であ
りたいと思っていますので、どうぞ
よろしくお願いします。2014年、素
敵な年となりますように！（堀）

編集後記

広告募集します

市役所 情報推進課☎0894（62）6404問

広告募集します

市役所 情報推進課☎0894（62）6404問


